
一
、
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

一
般
社
団
法
人
海
外
農
業
開
発
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ツ
協
会
（
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
）
は
、
令
和

６
年
２
月
３
日
（
土
）
午
後
１
時
半
か
ら
、

都
内
会
議
室
（
Ｔ
Ｋ
Ｐ
市
ヶ
谷
）
に
て
令

和
５
年
度
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
「
国
際
協

力
と
い
う
選
択
～
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
醍
醐
味
～
」
を
開
催
し
た
。

当
協
会
は
こ
れ
ま
で
、
関
係
の
深
い
大

学
の
協
力
を
得
て
主
に
大
学
生
を
対
象

に
海
外
事
業
を
行
う
会
員
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
活
動
を
紹
介
す
る
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
未
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
に
対
し
て
我
が
国
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る

農
業
農
村
開
発
協
力
の
重
要
性
と
魅
力

を
伝
え
て
き
た
。

今
年
度
で
13
回
目
と
な
る
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
４
年
ぶ
り
に
会
場
で
の
開
催

が
可
能
と
な
り
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
し
、
全
国
か

ら
学
生
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
関
係
者
等
、
合
計
59

名
が
当
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
久
野
格

彦
副
会
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
後
、
宮
崎

雅
夫
参
議
院
議
員
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を

務
め
、
会
員
企
業
（
㈱
三
祐
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
、
Ｎ
Ｔ
Ｃ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
㈱
、

日
本
工
営
㈱
）
よ
り
、
海
外
経
験
が
５
年

以
下
の
若
手
技
術
者
４
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
参
加
し
た
（
写
真
１
、２
）。

二
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

第
１
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
国
際
協
力
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
各
社
の
若
手
技
術
者
か
ら
事
前
に
収

集
し
、そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
海
外
出
張
で
の
成
功
談

や
失
敗
談
、
初
め
て
の
海
外
業
務
に
関
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト

は
現
地
関
係
者
と
の
交
流
や
現
地
で
の
食

事
や
文
化
の
楽
し
み
方
等
、
海
外
出
張

の
魅
力
を
学
生
に
伝
え
た
。
ま
た
、
ブ
ー

タ
ン
王
国
に
出
張
中
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
オ

ン
ラ
イ
ン
中
継
し
、
現
地
の
風
景
を
見
せ

な
が
ら
出
張
先
で
の
生
活
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
宮
崎
氏
は
大
使
館
書
記
官
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
時
代
の
自
身
の
体
験
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
パ
ネ
リ
ス
ト
と
対

談
し
、
農
業
農
村
開
発
協
力
の
魅
力
を

学
生
に
伝
え
た
（
写
真
３
、４
）。

写真2　若手技術者パネリスト

写真1　宮崎氏によるODAの概要説明

写真3　ブータン王国との中継

熊く
ま
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い

　
徹と
お
る

一
般
社
団
法
人
海
外
農
業
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

企
画
部
長

佐さ
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般
社
団
法
人
海
外
農
業
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
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任
技
師

令
和
５
年
度
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー

「
国
際
協
力
と
い
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選
択
～
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
醍
醐
味
～
」
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三
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

第
２
部
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
現

在
直
面
し
て
い
る
開
発
途
上
国
で
の
課
題

に
つ
い
て
、
学
生
同
士
で
話
し
合
い
、
解

決
策
を
考
え
て
も
ら
っ
た
。
学
生
は
現
地

の
写
真
を
観
察
し
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
何
か
を
考

え
、
宮
崎
氏
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
者

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
議
論
を
展

開
し
、
各
グ
ル
ー
プ
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取

り
ま
と
め
、
発
表
し
た
（
写
真
５
、６
）。

四
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ

第
３
部
の
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
で
は
、
来
場

参
加
者
に
ア
フ
リ
カ
料
理
（
プ
レ
ヤ
ッ
サ
、

ム
シ
カ
キ
等
）、
及
び
東
南
ア
ジ
ア
料
理

（
バ
イ
ン
ミ
ー
等
）
を
提
供
し
、
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
業
者
（Vam

os

）
よ
り
、
各
地
の

料
理
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
た
。
会
食
を

通
じ
、
国
際
協
力
関
係
者
と
学
生
と
の

交
流
を
深
め
、
セ
ミ
ナ
ー
は
大
盛
況
の
う

ち
に
終
え
た
（
写
真
７
、８
）。

五
、
ま
と
め

今
年
度
の
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
農

業
農
村
工
学
分
野
の
学
生
だ
け
で
な
く
、

農
業
ソ
フ
ト
系
や
文
系
の
学
生
、社
会
人
、

大
学
教
員
等
の
様
々
な
分
野
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
。
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
者
や
他
大
学
・

他
分
野
の
学
生
と
交
流
が
で
き
た
。」、「
セ

ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
開
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
業
務
内
容
に
つ
い
て
理
解
し
、
興
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
自
分
も
開
発
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
や
り
が
い
の
あ
る
業

務
を
し
た
い
。」
と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
多

く
い
た
だ
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
農
業
開

発
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

た
。
当
協
会
は
今
後
も
引
き
続
き
、
海

外
農
業
農
村
開
発
に
関
心
の
あ
る
学
生

や
若
い
世
代
に
国
際
協
力
に
携
わ
る
こ
と

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
尽
力

し
て
い
き
た
い
。

今
回
の
Ａ
Ｄ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に

あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
学
関
係

者
、
農
林
水
産
省
、
農
業
農
村
工
学
会
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
そ
し
て
、
海
外
技
術
協
力
に

係
る
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
駆
使
し
て

本
セ
ミ
ナ
ー
を
成
功
に
導
い
て
い
た
だ
い

た
宮
崎
参
議
院
議
員
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。（

２
０
２
４
年
４
月
受
稿
）

写真4　宮崎氏とパネリストによる対談写真5　グループワークの様子

写真6　参加者にアドバイスを送る宮崎氏

写真7　各地の料理の紹介写真8　アフリカ・東南アジアの料理
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